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2021/11/30

自動車技術総合機構・交通安全環境研究所

審議役

斧田孝夫

－自動運転の黎明（市場化から普及へ）－

自動運転技術に関する国際基準等策定活動への貢献



自動運転車を世界で初めて型式指定
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• 国土交通省が昨年１１月１１日に自動運
転車について、型式を指定。国土交通省
のプレス資料によれば・・・。

• 本田技研工業（株）から申請のあった自動運行装
置を搭載した自動運転車（レベル３）について、
（独）自動車技術総合機構交通安全環境研究所に
おける保安基準適合性の審査を踏まえ、世界で初
めて型式を指定。

• 同装置は、高速道路での渋滞時における運転者の
運転操作の負荷を軽減することを目的に、前走車
をはじめ周辺の交通状況を監視するとともに、運
転者に代わって運転操作を行い、車線内の走行を
維持しながら前走車に追従。

（国土交通省報道資料を基に作成）
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本日の内容

1. 自動運転に係る日本の取り組み

2. 弊所におけるこれまでの取り組み

3. 弊所における今後の取り組み
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本日の内容

1. 自動運転に係る日本の取り組み

2. 弊所におけるこれまでの取り組み

3. 弊所における今後の取り組み
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自動運転の意義

法令違反別死亡事故発生件数
（令和２年）

『令和３年版交通安全白書』より

6％：歩行者、その他に起因

94％
運転者の違反

死者数 2,839人

負傷者数 369,476人

令和２年の交通事故死傷者・負傷者数

渋滞の解消・緩和

渋滞時でも自動
で最適な車線、
車間を選んでく
れるのでスムー
ズに走れるよ！

国際競争力の強化

国内輸送の更なる効率化

技術・ノウハウに
基づく国際展開

パッケージ化

高齢者等の移動支援

自動運転のお陰で遠
出も可能になり行動
範囲が広がったよ。

自動運転の効果例

生産性の向上・少子高齢化への対応

交通事故の削減

自動で周辺車両や前方
の状況を確認して危険
を回避してくれるので
安心だね！

自動で周辺車両や前方
の状況を確認して危険
を回避してくれるので
安心だね！

出典：総務省「労働力調査」（平成27年）

トラックドライバー
の約4割が50歳以上

(地方部を中心に)
移動手段が減少

路線バスの１日あたり運行回数（1970年を100とした指数）

（国土交通省報道資料を基に作成）
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自動運転のレベル分け

【例】自動で止まる
（自動ブレーキ）

前のクルマに付いて走る
（ACC）

車線からはみ出さない
（LKAS）

レベル１

レベル２

*6

レベル５

レベル３

○特定条件下における自動運転
特定条件下においてシステムが運転を実施
（当該条件を外れる等、作動継続が困難な場合は、システム
の介入要求等に対してドライバーが適切に対応することが必要） *5

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
監
視

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
監
視

官民ITS構想・ロードマップ
2020等を基に作成

システムが前後・左右のいずれかの車両制御を実施○運転支援

○高度な運転支援（レベル１の組み合わせ）
【例】車線を維持しながら前のクルマに付いて走る（LKAS+ACC）

レベル４

○完全自動運転
常にシステムが運転を実施

○特定条件下における完全自動運転
特定条件下においてシステムが運転を実

施
（作動継続が困難な場合もシステムが対応)

○高度な運転支援（高機能化）
【例】 高速道路において、
①遅いクルマがいれば自動で追い越す
②高速道路の分合流を自動で行う *4

限定地域でのレベル４の無
人自動運転移動サービス
（2020年まで）

高速道路における
レベル３の自動運
転（2020年目途）

システムが前後及び左右の車両制御を実施

システムが前後及び左右の車両制御を実施

構
想
段
階

公
道
実
証
実
験

実
用
化
済
・普
及
段
階

自動ブレーキの
新車乗用車搭
載率を９割以上
（2020年まで）

政府目標

高速道路での完全自動運転
（2025年目途）
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我が国におけるこれまでの取組と実績

⚫ 2018年6月：レベル３の自動パイロットについ
て民間企業による市場化が可能となるよう政
府が目指すべき努力目標の時期が2020年目途
と設定

⚫ 2020年6月：我が国主導で、自動車線維持走行
（ALKS）や，サイバーセキュリティに関する
国際基準成立

⚫ 2021年3月：本田技研工業（株）が世界初の自
動運転車（レベル3）の国内での販売を開始

“2020 年に向けて設定した目標については，概ね
達成したと言える（官民構想・ロードマップ
（2021年6月））”

官民ITS構想・ロードマップ（2021年6月）
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我が国における今後の方針（市場化から普及）

⚫ 2030年の実現目標：

➢自動運転システムの高度化
に向けた技術開発，関係す
る制度の整備等を進める。

⚫重点目標：

➢自動運転車の安全性評価手
法の確立

➢車両に対するサイバーセ
キュリティの対策の推進

官民ITS構想・ロードマップ（2021年6月）を基に作成
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本日の内容

1. 自動運転に係る日本の取り組み

2. 弊所におけるこれまでの取り組み

3. 弊所における今後の取り組み
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機構の第2期中期計画

＜自動車基準の国際調和への支援＞

•我が国技術の国際標準の獲得を目指した国土交通省の自動車基準調
和世界フォーラム（UN/ECE/WP29）等における活動を支援するた
め、職員を我が国代表の一員として同フォーラム傘下の専門家会議
等に技術専門家として積極的に参加させ、交通安全環境研究所の研
究成果を基に基準策定に貢献することにより、我が国が主導して国
際基準調和を進めることが出来るよう努めます。

•これらの目標達成のために具体的には、専門家会議等において基準
案に不可欠な要件に関する提案について、職員が30回程度発表を行
うとともに、国内における国際基準調和に向けた検討にも積極的に
参画します。

＜自動車の審査業務の高度化＞

•進展する自動車技術や型式認証に係る新たな国際相互承認制度に対
応するとともに、我が国技術の国際標準の獲得を目指す国土交通省
を支援するため、専門家会議への参加や諸外国の関係機関との連携
等により、国際相互承認制度の進展等に貢献しつつ、新たな審査内
容への対応に向けた知識及び技能の習得を図ります。
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国連自動車基準調和世界フォーラム（WP29）の概要

１．自動車基準調和世界フォーラムの目的
安全で環境性能の高い自動車を容易に普及させる観点から、自動車の安全・

環境基準を国際的に調和することや、政府による自動車の認証の国際的な相互
承認を推進することを目的としている。

２．自動車基準調和世界フォーラムの組織
自動車基準調和世界フォーラムは、国連欧州経済委員会(UN/ECE)の下にあ

り、傘下に六つの専門分科会を有している。分科会で技術的、専門的検討を行
い、検討を経た基準案の審議・採決を行っている。

３．自動車基準調和世界フォーラムのメンバー
欧州各国、１地域（ＥＵ）に加え、日本、米国、カナダ、オーストラリア、

南アフリカ、中国、インド、韓国等（日本は1977年から継続的に参加）、また、
非政府機関（OICA（国際自動車工業会）、IMMA（国際二輪自動車工業会）、
ISO（国際標準化機構）、CLEPA（欧州自動車部品工業会、SAE（自動車技術
会）等）も参加している。

４．自動車基準調和世界フォーラムの主な活動内容
次に掲げるそれぞれの協定に基づく規則の制定・改正作業を行うとともに、

それぞれの協定の管理・運営を行う。
・「国連の車両等の型式認定相互承認協定（略称）」
（1958年協定）

・「国連の車両等の世界技術規則協定（略称）」
（1998年協定） 国土交通省及びＪＡＳＩＣの資料を基に作成

国際基準は以下の2種類

１．国連基準（UNR:United Nation Regulation）

２．世界技術基準（GTR:Global Technical Regulation）
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自動車基準調和世界フォーラム（WP29）の組織

World Forum for Harmonization of Vehicle Regulations
自動車基準調和世界フォーラム(WP29)

GRE
灯火器

GRPE
排出ガス・
エネルギー

GRVA
自動運転

GRSG
一般安全

GRSP
衝突安全

GRBP
騒音・
タイヤ

Economic Commission for Europe
欧州経済委員会(ECE)

United Nations
国際連合
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⚫ 2018年9月に開催されたGRVAの第1回会合において、
英国が議長国、日本及び中国が副議長国に選出

⚫ 同会合において、自動運転に関するWP29の活動を
戦略的に進めていく必要性が顕在化

⚫ 2019年2月に開催された第2回会合において、自動運
転に関する戦略文書（自動運転枠組文書）の策定を
日本が中国と共同で提案

⚫ 米国および欧州委員会を巻き込んだ4極体制で、自
動運転枠組み文書を取りまとめ

⚫ 自動運転枠組文書は、WP29本会議で合意された後、
上部機関である国連欧州経済委員会内陸委員会にて
自動運転に関する戦略文書として承認

自動運転枠組文書：自動運転に関する戦略文書
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自動運転枠組文書の内容

国土交通省2019年6月
28日プレス資料抜粋

高位の国際的
ガイドライン

国際的工程表

国際的検討体制
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国際基準等の策定を主導するためには以下が重要（ 2011年6月、自動車基準認証国際化ハイレベル会議（注））

1. 産学官の連携体制を構築し、

a. 「国際基準化工程表」を作成し定期的にレビューする。

b. 国際標準案策定のための活動との戦略的な連携を図る。

2. 技術的な調査結果を元にした国際基準案を提案する。

産学官の連携体制 交通安全環境研究所における技術的調査

国交省主導のもと、経産省をはじめとする関係省
庁、研究機関、メーカー等が連携して、①基礎
データの収集、②海外のメーカーや研究機関等
の状況の把握、③提案する基準の草案作り、④
キーパーソンへの働きかけ等を戦略的に実施す
るため、これらを一体的に行う会議体「自動運転
基準化研究所」を設置。

交通安全環境研究所が所有する並進装置付先進
型ドライビングシミュレータなどを活用し、自動運転
に関する国際基準策定のために必要な技術的な調
査を実施。

国際基準等の策定を主導するための基本的考え方

注：自動運転基準認証国際化ハイレベル会議（2010年11月設置）：
目的： 革新的自動車技術に関連する基準や車両型式認証相互承認制度等に関し、官民のハイレベルな代表者で行動計画を策定すること
主な委員： 国土交通副大臣、自工会会長、部工会会長、タイヤ協会会長、交通安全環境研究所理事長等
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国際基準等の策定を主導するためには以下が重要（ 2011年6月、自動車基準認証国際化ハイレベル会議）

1. 産学官の連携体制を構築し、

a. 「国際基準化工程表」を作成し定期的にレビューする。

b. 国際標準案策定のための活動との戦略的な連携を図る。

2. 技術的な調査結果を元にした国際基準案を提案する。

産学官の連携体制 交通安全環境研究所における技術的調査

国交省主導のもと、経産省をはじめとする関係省
庁、研究機関、メーカー等が連携して、①基礎
データの収集、②海外のメーカーや研究機関等
の状況の把握、③提案する基準の草案作り、④
キーパーソンへの働きかけ等を戦略的に実施す
るため、これらを一体的に行う会議体「自動運転
基準化研究所」を設置。

交通安全環境研究所が所有する並進装置付先進
型ドライビングシミュレータなどを活用し、自動運転
に関する国際基準策定のために必要な技術的な調
査を実施。

自動運転について今後の我が国の成長産業となるよう国際基準の策定等を推進するとの政府方針に沿って、
自動運転基準化研究所にて様々な活動を一体的かつ戦略的に実施

国際基準等の策定を主導するための基本的考え方
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国際基準等の策定を主導するためには以下が重要（ 2011年6月、自動車基準認証国際化ハイレベル会議）

1. 産学官の連携体制を構築し、

a. 「国際基準化工程表」を作成し定期的にレビューする。

b. 国際標準案策定のための活動との戦略的な連携を図る。

2. 技術的な調査結果を元にした国際基準案を提案する。

産学官の連携体制 交通安全環境研究所における技術的調査研究

国交省主導のもと、経産省をはじめとする関係省
庁、研究機関、メーカー等が連携して、①基礎
データの収集、②海外のメーカーや研究機関等
の状況の把握、③提案する基準の草案作り、④
キーパーソンへの働きかけ等を戦略的に実施す
るため、これらを一体的に行う会議体「自動運転
基準化研究所」を設置。

交通安全環境研究所が所有する並進装置付先進
型ドライビングシミュレータを活用するなどにより、
自動運転に関する国際基準策定のために必要な技
術的な調査・研究を実施。

国際基準等の策定を主導するための基本的考え方
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交通安全環境研究所における技術的な調査（例）

• 高速道路における自動車線維持走行（ALKS）の運転操作引継に関する技術的な要件、課題等を抽出す
るため、一般ドライバを対象としたドライビングシミュレータ実験を実施。

• 実験結果を自動操舵専門家会議へ報告し、同結果に基づいて、ALKSの国際基準案における運転操作引
継の要件（例：運転操作引継ぎ開始からリスク最小化制御開始まで最短で10秒）が定められた。

ドライビングシミュレータの外観

Experimental traffic scenes 
and transition demand

3 scenarios were created where the driver’s manual operation is required.

4

Scene A : Exit of the highway (an example of planned transition)

引き継ぎ要請（X秒前） システム解除

「ピンポン！
高速出口、間もなく自動走行を
解除します」

「ピピピ!ピ！
高速出口、自動走行を
解除しました」

(Ping-pong! 

Exit of the highway, the 

automated driving  will be 

switched off soon.)

(Pi-pi-pi-pi! 

Exit of the highway, the 

automated driving has been 

switched off.)

Visual HMI

Audible HMI

Exit of the highway is 

congested, and the 

frontal vehicles are 

stopping.

Switching off  the system Transition demand

Transition time*1

*1 Transition time : 

15sec. 

(fixed value)

実験場面の例



• 国連自動車基準調和世界フォーラム
（WP.29)において2020年6月24日世界初
の自動運転技術（ALKS）に関する国連基
準が成立。

• ALKSの国連基準には以下の内容がすべて
盛り込まれた。

a. ACSF専門家会議が策定した安全要
件

b. 独仏共同提案による従来型試験法

c. VMAD専門家会議が策定したシナリ
オ等新試験法（ガイドライン）

19

（UNECE official site 25/06/20）

ALKSの国連基準成立
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世界初の自動運転車の販売開始

• 2021年3月、世界で初めて自
動運転車（レベル3）の販売
が開始。

• Honda SENSING Eliteにおいて、
自動運転レベル3に適合する技
術であるトラフィックジャムパ
イロット（渋滞運転機能）を搭
載。高速道路渋滞時など一定の
条件下で、システムがドライ
バーに代わって運転操作を行う
ことが可能になった（官民ITS
構想・ロードマップ）。

国土交通省資料
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本日の内容

1. 自動運転に係る日本の取り組み

2. 弊所におけるこれまでの取り組み

3. 弊所における今後の取り組み
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自動運転車の安全性評価手法の確立

自動運転認証専門家会議（VMAD）の概要
目的： 自動運転システムの安全性評価試験法

シナリオを含む）の開発
共同議長: 斧田孝夫（日：交通研）

P・ストリウード（蘭：RDW)
I・ソー（加：運輸省）

セクレタリ: 大下隆三（JASIC）
B・ビューズ（SAE)

参加者: 協定加盟国（EC、オランダ、フランス、中国、
韓国、シンガポール、米国、
カナダなど）

非政府組織 (国際自動車工業連合会、米自動
車政策会議、欧州自動車部
品工業会など)

• 本年6月にはVMADが自動運転車の安全性評価手法についてまとめたガイドライン第1版がWP.29で合意



23

CS（サイバーセキュリティ）国連基準の運用

⚫ サイバーセキュリティの国連基準は弊所の職員
が議長を務めるCS-IWGで基準案が作成され、
昨年6月に成立

⚫ 同基準には多岐にわたる新たな内容が導入され
たことから、国際的に適切で公平な運用をどの
ように確保していくかが課題

⚫ このため、弊所は国連事務局と共同で同基準の
適切な運用のためのワークショップを本年7月
に設置し、これまで3回開催することにより、
本課題の解決に向けた活動を主導



まとめ
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まとめ

1. 自動運転に係る日本の取り組み

– 2020 年に向けて設定した目標については、概ね達成

– 自動運転の黎明（市場化から普及へ）

2. 弊所におけるこれまでの取り組み

– 自動車線維持、サイバーセキュリティ対策等の国際基準成立に貢献

3. 弊所における今後の取り組み

– VMAD、CS規則の運用

– 市場化の取り組みの継続



ご清聴ありがとうございました。
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